
項 ⽬ 内 容

名称 セイヨウクロタネソウ、ブラッククミン [英]Black seed、 Black cumin [学

名]Nigella sativa L.

概要 セイヨウクロタネソウは、⻄アジア原産のキンポウゲ科の植物。⾼さ30 cm程度に

⽣⻑する。種⼦とオイルが利⽤される。同じくブラッククミンと呼ばれるニゲラ

(Nigella damascena/クロタネソウ、⽇本では全草が「専ら医薬品として使⽤され

る成分本質 (原材料) 」に該当) とは別種である。

法規・制度 ■⾷薬区分

「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」にも「医薬品的効能効果を標ぼ

うしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」にも該当しない。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・チモキノン、テルペン類、アネトール、アルカロイド類などを含む (33) (PMID:

10925395) 。

分析法 ・精油中の成分をGC-MSにて分析した報告がある (PMID:10925395) 。

有効性

ヒ 循環器・

ト 呼吸器

で

の

メタ分析

・2019年10⽉までを対象に、5つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験50  

報について検討したメタ分析において、健康な⼈におけるセイヨウクロタネソウの

摂取は、⾎中脂質 (HDL-C (7報) の上昇、⾎中脂質 (TC (9報) 、TG (8報) 、LDL-

C (8報) ) 、空腹時⾎糖 (6報) の低下との関連が認められたが、TC、TG、LDL-C、
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評

価

空腹時⾎糖では試験によるばらつきが⼤きかった (PMID:32394508) 。

・2015年8⽉までを対象に5つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験11報

について検討したメタ分析において、セイヨウクロタネソウの摂取は、収縮期⾎圧

(11報) および拡張期⾎圧 (10報) の低下と関連が認められたが、試験によるばらつ

きが⼤きかった (PMID:27512971) 。

・2015年8⽉までを対象に4つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験17報

について検討したメタ分析において、セイヨウクロタネソウオイルまたは粉末の摂

取は、⾎中脂質 (TC (13報) 、LDL-C (14報) 、TG (14報)) の低下と関連が認めら

れた。⼀⽅、HDL-C (16報) との関連は認められなかった (PMID:26875640) 。

RCT

・収縮期⾎圧110〜140 mmHg、拡張期⾎圧60〜90 mmHgの健康な成⼈70名 (試

験群35名、平均47.3±8.6歳、イラン) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照

試験において、セイヨウクロタネソウ種⼦油2.5 mL×2回/⽇を8週間摂取させたと

ころ、収縮期⾎圧、拡張期⾎圧の低下が認められた (PMID:23436437) 。

・コントロール不良の喘息患者80名 (試験群40名、平均39±13歳、サウジアラビ

ア) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、セイヨウクロタネ

ソウオイル500 mg×2回/⽇を4週間摂取させたところ、⾃⼰評価による喘息コント

ロールスコアの改善が認められた。⼀⽅、肺機能 (1秒率、最⼤呼気流量、最⼤中間

呼気流量) に影響は認められなかった (PMID:28093815) 。

・⾼⾎圧の⾼齢者76名 (試験群38名、平均72±5.9歳、インドネシア) を対象とし

た⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、セイヨウクロタネソウ種⼦抽出物

300 mg×2回/⽇を28⽇間摂取させたところ、拡張期および収縮期⾎圧に影響は認

められなかった (PMID:29348380) 。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

メタ分析

・2017年2⽉までを対象に3つのデータベースで検索できた介⼊研究7報について検

討したメタ分析において、2型糖尿病患者におけるセイヨウクロタネソウ種⼦または

オイルの摂取は、糖代謝マーカー (空腹時⾎糖 (5報) 、HbA1c (5報)) 、⾎中脂質

(TC (4報) 、LDL-C (5報)) の低下と関連が認められたが、HbA1c、LDL-Cについて

は試験によるばらつきが⼤きかった。⼀⽅、TG、HDL-C (各5報) との関連は認めら

れなかった (PMID:29154069) 。

⽣殖・泌尿器 RCT

・不妊男性68名 (試験群34名、平均31.5±1.1歳、イラン) を対象とした⼆重盲検

無作為化プラセボ対照試験において、セイヨウクロタネソウ種⼦油2.5 mL×2回/⽇

を2ヶ⽉間摂取させたところ、精⼦数、運動性、正常形態率、精液量等の増加が認め

られた (PMID:24680621) 。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

メタ分析

・2019年9⽉までを対象に5つのデータベースで検索できた無作為化プラセボ対照

試験2報について検討したメタ分析において、喘息患者におけるセイヨウクロタネソ

ウの摂取は、喘息評価指標 (ACT (2報)) のスコア上昇と関連が認められた

(PMID:31892440) 。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 メタ分析

・2018年1⽉までを対象に4つのデータベースで検索できた無作為化プラセボ対照
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試験13報 (検索条件︓年齢≧18歳) について検討したメタ分析において、セイヨウ

クロタネソウのサプリメント摂取は、体重 (9報) 、BMI (10報) の低下と関連が認

められたが、試験によるばらつきが⼤きかった。⼀⽅、ウエスト径 (5報) との関連

は認められなかった (PMID:29857879) 。

RCT

・肥満⼥性84名 (試験群43名、平均41.5±11.7歳、イラン) を対象とした⼆重盲検

無作為化⽐較試験において、低エネルギー⾷とともに、セイヨウクロタネソウオイ

ル1 g×3回/⽇を8週間摂取させたところ、ヒマワリ油の摂取と⽐較して、体重、ウ

エスト径、ウエスト/ヒップ⽐、⾎中脂質 (TG、VLDL) の低下が認められた。⼀

⽅、TC、LDL-C、HDL-C、ヒップ径、⾎圧に影響は認められなかった

(PMID:26029855) 。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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